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あとがき 

 年2 回刊行になって2 年目を迎えたが、発行もほぼ順調でひと安心というところである。 

 本号は丹羽寛文教授の「非特異性炎症性腸疾患と微量金属」の特別講演は炎症性腸疾患において

活動期および非活動期ともに血清微量金属の低下がみられるとし、これら疾患の病態の特異性を示し

ていると考えられ、また微量金属をも含めた栄養療法の重要性が示唆された。また加藤隆一教授によ

る「薬物の消化管移行と吸収に及ぼす影響」の招聘講演は我々臨床医にとって大いに役立つ内容であ

った。 

 これに加えシンポジウム「胆汁酸をめぐる諸問題」、ワークショップⅡ「経腸栄養の基礎と臨床」の計36

題の論文が掲載され、この分野の多岐にわたる豊富な内容となり、一段と充実したものとなった。基礎

的な検討が臨床に結びつき、各種病態の原因追求と治療への貢献が益々検討されている事がうかが

われ、読みごたえのある会誌となった。 
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